
 

（第２号様式）                                                                                                  令和8年３月31日 
神奈川県教育委員会教育長 殿 

 県立横浜明朋高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月23日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇他者と協働し、生徒

が「わかった・でき

た・つながった」を

実感できる授業のあ

り方及びその評価方

法について検討・共

有する。 

〇他者の考えを知り、自

分の思考を深めるとと

もに、課題の解決方法

について考えることが

できる力を育む。 

 

 

〇ＩＣＴの効果的な活用や

グループワーク等の活動

を取り入れた授業につい

て共有・実践する。 

〇生徒による授業評価にお

ける「授業中に得た知識

をもとに、自分の考えや

解決方法について考える

ことができている」の回

答が、すべての教科で

80％以上「あてはまる」

になったか。 

 

〇該当の質問に対して
すべての教科の回答
で 80％以上の生徒
が、かなり・ほぼあ
てはまると回答して
いる。また、全体で
は 91％を超えてい
る。 

〇「わかった・できた・
つながった」に関する
質問については、全体
で 91％の生徒が実感で
きていると回答してい
る。他者との意見共有
やＩＣＴの活用により
よい授業の実践を図
る。 

〇生徒の授業評価の結
果から、目標に対す
る達成度が読み取れ
た。また、ＩＣＴを
活用しながら生徒の
実態に合った授業が
実践されていた。 

〇生徒のニーズに合
った授業実践に努
めることができ
た。今後も授業で
ＩＣＴを効果的に
活用できるよう教
員間で情報共有や
研修を実施する。 

〇来年度も「わかっ
た・できた・つな
がった」を実感で
きる生徒の主体的
な学びが各教科で
実践できるよう、
授業研究を進めて
いく。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒に「かかわる・

寄り添う・見守る」

教育支援体制を推進

するとともに、生徒

が自らの課題に気づ

き、その課題を解決

しようとする姿勢を

育てる。 

 

②生徒の規範意識を定

着させる指導のあり

方を検討し、生徒が

自身を律して社会で

生きていく力を育

む。 

 

 

③学校行事や部活動等

をとおして、他者と

協働して豊かな人間

関係を構築する力を

育む。 

①相談から支援につなげ

るプロセスを明確化

し、教育相談体制のさ

らなる充実を図る。 

 

 

 

 

 

②自身の行動を客観視

し、他人を思いやるこ

とのできる規範意識を

育てる。また日常的な

マナー指導の要である

服装・身だしなみ指導

の計画的実施を図る。 

 

③部活動の加入者を増や

すとともに、学校行事

等において、生徒が主

体的に活動できる場を

設定する。 

 

①過去の相談・支援事例を

整理・共有することによ

り、職員の相談・支援ス

キルを高める。 

 

 

 

 

 

②年次集会等の計画的開催

を通じて、適時的な規範

意識醸成に努める。 

 服装・身だしなみチェッ

クの記録を明確化すると

ともに、「指導強化週

間」を設ける。 

 

③学校行事や委員会等にお

いて、生徒会役員を中心

に生徒自らが企画運営を

する機会を設定する。 

・部活動が学校行事で活躍

できる機会を増やす。 

 

①教職員研修会等で、事例

共有ができたか。 

 あらたな相談・支援事例

に活用できたか。 

 

 

 

 

 

②年次集会等を計画的・適

時的に開催できたか。 

 服装・身だしなみチェッ

クの記録を明確化し、継

続的指導に生かせたか。 

 「指導強化週間」を有効

に実施できたか。 

 

③生徒が企画運営する機会

を多く設定することがで

きたか。 

 

・部活動加入率が30％以上

になったか。 

 

①現在進行形の重い支援
事例について記録整理
中。今年度内の共有は見
送ったが、次年度６月以
降事例共有して職員研修
とする。この流れを毎年
度定例化することを検討
中。 
 
 
②昨年度に比し問題行動
が多発しており、年次
集会等を有効に設定で
きたとは言いがたく反
省が残る。「服装指導
強化週間」は設定した
が、成果は充分ではな
い。 

 
③学校行事において、生 
徒会執行部や委員会が 
中心となって運営に関 
わり、生徒が主体的に 
活動する場を設けるこ 
とができた。 

・部活動加入率は 28％で

あった。全国大会に出

場した卓球部女子シン

グルス、バドミントン

部女子団体、剣道部女

子個人･団体、バスケ

ットボール部女子の功

績を称え「かながわ部

活ﾄﾞﾘｰﾑ大賞」へ推薦

した。                    

①支援事例の多さは本校
の大変さであると同時
に、他校では得がたい
｢経験｣機会の豊富さを
意味する。支援事例を
学校財産として共有
し、支援スキルアップ
を図る道筋を構築して
いきたい。 

 
②問題行動の態様に準じ
て、巡回・立ち番体制を
見直して、予防的生徒指
導体制構築に取り組む。
「服装指導」については
チェック体制を整備しつ
つ、指導重点項目の絞り
込みを図る。 
 
③生徒会執行部が中心 
になり、自主的に動 
けるような場をもっ 
と多く作り、生徒が 
活躍できる場を増や 
したい。 

・1年次入学当初の加 
入率が高かったの 
で、継続して活動し 
ていける環境を整え 
ていく必要がある。 
一人ひとりの自己肯 
定感が育まれるよう 
に功績を称えること 
ができる機会を積極 
的に利用したい。 

 

〇様々な事例に対する
対応を共有すること
で今後の指導に活か
していく方向性は重
要である。 

 
 
 
 
 
〇問題行動に対して生
徒と一緒に考えてい
くよう指導されてい
た。個々の生徒に合
ったアプローチが今
後も求められる。 

 
 
 
〇古着回収活動や小学
校の出張授業等のボ
ランティア活動をと
おして生徒自身の自
己肯定感を高めさせ
ることができてい
た。 

・今年度は、年度当初
の部活動入部者が多
かったとのことなの
で、引き続き、部活
動の活性化に努めて
いただきたい。 

〇支援事例につい
て、全体で共有する
研修会を設定するこ
とはできなかった
が、各年次で支援を
必要とする事例につ
いては共通理解を図
ってチームで対応す
ることができた。 
 
〇年次集会をとおし
てルールとマナーを
守る意識の醸成を図
る指導を継続的に実
施できたが、さらに
問題行動を予防する
観点からの指導が必
要である。 
 
〇継続して例年、取
り組んでいるボラン
ティア活動を実施す
ることができたが、
ボランティアの参加
率が徐々に下がる傾
向にあった。 
・部活動の加入率は
28％であったが、継
続して部活動に取り
組んでいる生徒は、
文化部・運動部とも
に日頃の活動の成果
を発揮することがで
きた。 

〇多様化する支援事
例について情報共有
を図る職員研修の定
例化を検討する。 
 
 
 
 
 
〇巡回警備体制や服
装指導に係る指導方
針について、教員間
の共通理解を得なが
ら見直しを図り、問
題行動予防と安心・
安全な学校づくりに
つなげていく。 
〇より多くの生徒
が、ボランティア活
動に取り組めるよ
う、生徒にはたらき
かけていく。 
 
 
・部活動について
は、新入生歓迎会以
外の場面でも各部活
動の魅力を生徒に伝
えるなど加入率を高
める工夫が必要であ
る。 

３ 進路指導・支援 

〇生徒の社会生活実践

力を育成し、社会と

つながり、主体的に

進路設計ができる力

を身につけさせる。 

①自己および他者への理

解を深めることをとお

して、生徒が自己の役

割や責任を認識し、社

会とつながる力を身に

つけるための支援を行

う。 

①「総合的な探究の時間」

を中心とした学習活動や

外部機関等を活用した

様々な体験活動をとおし

て、社会とのつながりや

働くことの意味等に対す

る理解を深めさせる。 

①「総合的な探究の時間」

を中心としたキャリア形

成に係るプログラムを、

各年次で計画的に実施す

ることができたか。 

 

 

①各年次とも「総合的な
探究の時間」を中心と
したキャリア教育プロ
グラムを計画的に実施
し、社会や職業、働く
ことの意味などに対す
る理解を深めさせた。 

①勤労観、労働観をより
効果的に育成するた
め、「総合的な探究の
時間」と他教科との連
携を強化する。 

 
 

①各年次に応じて、段
階的に生徒の進路実現
につながるよう進路ガ
イダンスや「総合的な
探究の時間」での取り
組みが効果的に展開で
きたのではないか。 

①進路実現に向けて
自分の卒業後の方向
性について考えさせ
ることができたが、
さらに生活設計の視
点で進路を考えさせ
ていく必要がある。 

①高校卒業後の進路
決定がゴールではな
くスタートである意
識を持たせていく実
践に努めていく。 
 
②自己理解を深めた



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月23日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒が主体的に将来を

考え、個々の関心や能

力、適性に応じた進路

を実現するための支援

を行う。 

②生徒一人ひとりの希望進

路を実現させるために個

別面談や進路ガイダンス

等をとおして適切な情報

を提供する。 

②生徒のニーズに合った情

報提供を、適切な時期に

行うことができたか。 

②生徒一人ひとりのニー
ズに応じた情報を適切な
時期に提供し、進路実現
のための支援を行った。 

②進路適性検査のあり方
を見直し、生徒がより主
体的に進路設計をできる
ようにする。 

②定期的な面談に加え
て、生徒の状況に応じ
たきめ細かな面談や情
報提供が生徒がより主
体的に自分の進路実現
を図ろうとする意識に
つながっているのでは
ないか。 

②キャリアプログラ
ムの実践をとおし
て、自己理解を深
め、自分に合った進
路を考えさせること
ができた。さらに進
路適性検査の活用が
進路の方向性を考え
る上での一助となる
よう効果的な活用の
検討が必要である。 

り自分の適性を意識
して生徒が自分の将
来を主体的に考えら
れるよう進路適性検
査を効果的に活用す
る。 

４ 地域等との協働 

〇地域や外部の諸機関

等との連携体制を整

備・拡充し、地域と

協働した教育活動・

学校運営を行う。 

〇地域との交流や外部機

関の活用を通じて、生

徒の自己肯定感を高め

社会とつながろうとす

る意欲を高める教育活

動の充実を図る。 

〇特別活動・授業・生徒会

活動等において地域の方

との交流の機会を増や

す。 

・生徒のニーズに応じて外

部機関について情報提供

を行い、生徒が有効活用

できるよう促す。 

 

〇生徒が地域のイベントに

参加したり、地域の方と

交流したりする場を増や

すことができたか。 

・生徒が外部機関とつなが

る機会を増やすことがで

きたか。 

・港南区ｽﾎﾟｰﾂ協会が主
催する「第17回 ｽﾎﾟｰﾂ･ｴ
ﾝｼﾞｮｲ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」に運動
部及び生徒会の生徒がﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱとして参加。受付
や各競技会場の運営等、
来場者がﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙを楽し
めるように活動した。 
・本校の教育活動を地域
等に紹介するために教育
広報番組を活用。港南台
第二小学校の協力を得て
「SNS の上手な使い方を
考えよう」をテーマにし
た生徒会ﾌﾛﾝﾃｨｱによる出
張授業を紹介した。 
・外国につながりのある
生徒を対象にあーすぷら
ざの見学を実施した。 

・地域の方々との関わり
や地域に貢献した活動が
できるなど、普段の学校
生活では得られない貴重
な経験をすることができ
るため、より多くの生徒
の参加を促したい。 
・地域連携等による教育
活動を地域等の方々へ紹
介できる機会を積極的に
利用したい。 
・外国につながりのある
生徒の増加に伴い、より
多くの生徒が外部機関を
積極的に活用するよう支
援を進めていく。 

・地域のイベントで、
生徒たちが活躍する
ことができていた。 

・教育広報番組で生徒
の活動を紹介するこ
とが、生徒の励みに
なっていた。今後
も、生徒の活動を広
報し、地域の方にご
理解・ご協力を得ら
れるよう努めていっ
てほしい。 

・外国につながりのあ
る生徒に対して、さ
らに活用できる外部
機関を模索していけ
るとよいのではない
か。 

・生徒会や運動部の
生徒は地域のイベン
トに参加することが
できたが、それ以外
の生徒も積極的に参
加できるよう促して
いく。 
・外国につながりの
ある生徒には、昼休
みの「多文化サポー
ト」の際にあーすぷ
らざの見学を勧め、
実施することができ
たが、その他のイベ
ントについては、
classroomでの案内に
とどまっているため
積極的な参加を促す
には至らなかった。 

・地域のイベントで
の活躍を積み重ねる
ことが生徒の自信に
つながるよう今後も
生徒の参加を促して
いく。 
 
・外国につながりの
ある生徒に、教育フ
ェア等のイベントに
参加することの意義
を伝え、参加するこ
とにより有益な情報
が得られるようはた
らきかけていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全、安心な教育環

境を維持・推進する

とともに、本校の教

育活動に適した学習

環境の整備を進め

る。 

 

 

 

 

②保護者や地域と連携

した防災教育活動を

進め、生徒の防災に

対する意識を涵養す

る。 

 

③事故不祥事防止を推

進し、学校に対する

信頼を深める。 

 

 

 

 

①生徒の安全を確保し、

よりよい学習環境を整

える。 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒及び職員の防災意

識をさらに高め、保護

者や地域との連携を図

る。 

 

 

③事故・不祥事を生まな

い環境づくりに努め

る。 

 

①体育館天井工事を安全に

進め、安全な生徒の活動

場所を確保する。 

 

・施設の経年劣化を意識し

た点検を行うとともに

日々の報告をもとに改修

箇所等を早期に把握す

る。 

 

②保護者や地域の方も参加

できる防災研修・訓練を

企画・実施する。 

 

 

 

③防止会議等の実施による

事故・不祥事防止の意識

醸成に努める。 

 

・相談しやすい環境づくり

に努める。 

 

①生徒の活動場所を確保

し、安全に体育館天井改

修工事を終えることがで

きたか。 

・熱中症等に配慮した学習

環境を確保できたか。 

 

・破損箇所の素早い改修を

行うことができたか。 

 

②保護者や地域の方も参加

できる防災研修・訓練を

行うことができたか。 

 

 

 

③ 不 祥 事 防 止 会 議 や  

日々の活動での機会をと

らえた注意喚起ができた

か。 

・相談、指導における組織

的な対応ができたか。 

 

①生徒の活動場所を確保
し、安全に体育館天井改
修工事を終えることがで
きた。 
・冷房設備が整っている
多目的教室などを活用
し、熱中症等に配慮した
学習環境を確保できた。 
・技能員の方と協力し、
破損個所の改修ができ
た。 
②保護者の方も参加でき
る防災研修・訓練を行う
ことができた。 
 
③事故･不祥事防止研修
を毎月開催し、職員の危
機管理意識の醸成に努め
た。 
また今年度は、全国的に
課題となっている性犯
罪・性暴力等による懲戒
処分事案等が複数発生し
たため、不祥事防止映像
資料等を視聴することと
なり、その視聴を踏まえ
てｸﾞﾙｰﾌﾟ協議を実施し
た。 

①校舎内の経年劣化して
いる箇所が増えてきてい
るので早期発見できる体
制を整備していきたい。
また、体育館の屋根補修
と太陽光パネル設置工事
が予定されているので生
徒の安全を確保できるよ
うにしていきたい。 
 
②より実践的な防災研
修・訓練を企画し、生
徒・保護者及び地域の
方々と連携した活動がで
きるようにしていきた
い。 
③引き続き積極的な働き
かけと不祥事を生まない
環境づくりに努める。 

①体育館天井改修工事
中は、近隣の学校の体
育館を借りて部活動の
活動ができるよう努め
ていた。 
・猛暑の中、冷房設備
を有効に活用し、生徒
の健康に配慮した学習
環境を整備することが
できていた。 
・校内の状態をこまめ
に点検し、安全な環境
整備に努めることがで
きていた。 
②防災については、今
後も研修・訓練の継続
的な取り組みによって
防災意識を高めていく
ことが大切である。 
③不祥事防止研修につ
いて、グループ協議を
実施することで、より
意識を高めることがで
きたのではないか。 

①安全・安心な環境
づくりのために、補
修を進めることがで
きた。 
・生徒の健康面に配
慮した環境整備を速
やかに進めることが
できた。 
 
 
②生徒、保護者、教
職員それぞれが防災
に対する意識を高め
ることができた。 
 
③グループ協議によ
る事故・不祥事防止
研修は職員の意識を
高める上で効果的で
あった。 
 
 

①太陽光パネル設置
工事に伴い、生徒が
安全に教育活動がで
きるようにする。 
・引き続き猛暑を想
定した熱中症予防対
策を行う。 
 
 
②引き続き、地域の
方と連携した防災研
修も検討する。 
 
③今後も、毎月の事
故・不祥事防止会議
を継続するととも
に、職員同士で話し
合う研修を設定す
る。 

 


